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白井市の地勢白井市 地勢

千葉県北西部
東京・成田空港から30ｋｍ圏
面積：35.48㎢
人口：63 092人人口：63,092人
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発表構成現状について発表構成

１ 白井市の沿革

現状について
１）特徴・評価
１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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白井市の特徴白井市の特徴

■人口増加（８１３市区中３位） １３．８４％人 増加（ ３市区中３位） ３ ％

※日本全体では人口減少社会の中、本市の人口は増加

●年少人口増減率（８１３市区中３位） ２０．０３％●年少人口増減率（８１３市区中３位） ２０．０３％

●老年人口増減率（８１３市区中１位） ４６．６４％

■東京都心・成田空港へいずれも３０ｋｍ圏、自然豊かなまち■東京都心 成田空港へいずれも３０ｋｍ圏、自然豊かなまち

■全国有数の梨の産地

■日本で唯一の競馬学校■日本で唯 の競馬学校

■ニュータウンエリアは地盤が強固

■議会女性議員比率が高い（３８ １０％）■議会女性議員比率が高い（３８．１０％）

■鉄道運賃が高い

■医療施設が少ない■医療施設が少ない

3



全国住みよさランキング２０１５（東洋経済）全国住みよさランキング２０１５（東洋経済）

白井市 総合９７位（全国８１３市区）白井市 総合９７位（全国８１３市区）

安心度、利便度、快適度、富裕度、住居水準充実度の５つのカテゴリーに
分類し ク付け分類し、ランク付け

安心度…７８２位
病院・一般診療所病床数（人口当たり）、介護老人福祉施設・介護保健施設定員数
（６５歳以上人口当たり）、出生数（１５歳～４９歳女性人口当たり）

利便度…１４１位
小売業年間販売額（人口当たり）、大型小売店舗面積（人口当たり）

快適度…１６１位
汚水処理人口普及率、都市公園面積（人口当たり）、転入・転出人口比率、新設住
宅着工戸数（世帯当たり）

富裕度…１００位
財政力指数、地方税収入額（人口当たり）、課税対象所得（納税義務者１人当たり）
住居水準充実度…２８９位
住宅延床面積（世帯当たり） 持ち家世帯比率
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住宅延床面積（世帯当たり）、持ち家世帯比率
成長力・・・173位、民力度・・・３５４位、財政健全度・・・５９位



発表構成現状について発表構成

１ 白井市の沿革
２）あゆみ・公共施設の整備など
１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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町から市へ発展町から市へ発展

昭和３９年 町制施行 人口8 321人 準農村地域昭和３９年 町制施行 人口8,321人
昭和４２年 第一工業団地造成完了
昭和４５年 国道１６号線 白井・千葉間開通

準農村地域

昭和４５年 国道１６号線 白井 千葉間開通
昭和４９年 第二工業団地造成完了
昭和５４年 千葉ニュータウン入居開始(大山口・清水口)年 葉 開 清水
昭和５５年 人口２万人突破 人口伸び率全国一
平成 ３年 北総開発鉄道全線開通
平成 年 突破平成 ９年 人口５万人突破
平成１３年 市制施行 人口50,936人
平成２１年 人口６万人突破平成２１年 人口６万人突破
平成２３年 市制10周年 ベッドタウン
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国道１６号国道 号

千葉県内の全通は昭和４９年。野
田－千葉間で最も開通の遅れた田 千葉間で最も開通の遅れた
区間が現在の白井交差点と白井
交番の間だった

※国道の名称に「線」は付かない

写真上：工事中（昭和４３年）

写真下：完成後（平成１３年）写真下：完成後（平成１３年）

※現在のスーパータイヨーと
携帯電話 ある付近携帯電話のａｕのある付近
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西白井駅前駅前

現在の西白井駅北口現在の西白井駅北口

街開き当時の西白井駅北口
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公共施設の整備状況公共施設の整備状況

昭和５６年 役場庁舎開庁(平成30年新庁舎整備)昭和 年 役場庁舎開庁(平成3 年新庁舎整備)
昭和５７年 西白井複合センター開設(平成２６年大規模改修)

昭和６１年 白井駅前センター開設
複合センター（６）

平成 元年 福祉センター開設
平成 ２年 冨士センター開設
平成 ３年 町民プ ルオ プン

複合センター（６）
運動公園

文化センター
平成 ３年 町民プールオープン
平成 ５年 公民センター開設
平成 ６年 桜台センター開設 文化センター開設

文化センタ
市民プール

平成 ６年 桜台センター開設、文化センター開設

平成 ９年 白井運動公園開園平成 ９年 白井運動公園開園
平成１３年 保健福祉センター開設
平成２３年 白井コミュニティーセンター開設
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役場庁舎の変遷

⇒
隣接地に新築

大正１３年初代庁舎(根６３） 昭和３９年２代目庁舎(白井３７７)

初代と
２代目の２代目の
位置関係

２代目完成後は公民館へ(昭和５２年まで) 昭和４７年に３階部分増築(平成１４年まで)
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これからの市役所庁舎

++
昭和56年 3代目（現行）庁舎 平成13年 保健福祉センター

減築（庁舎5Fより上階） 新築- +減築（庁舎5Fより上階） 新築- +

11平成30年完成予定



学校等整備状況学校等整備状況

昭和４４年 白井中学校 耐震改修工事は終了！昭和 年 白井中学校
昭和５２年 第二小学校
昭和５３年 第三小学校

耐震改修工事は終了！

昭和５４年 大山口中学校、大山口・清水口小学校、
清水口保育園、南山小学校

昭和５５年 第 小学校昭和５５年 第一小学校
昭和５６年 南山中学校、南山保育園
昭和５８年 白井高校

小学校９校小学校９校
中学校５校中学校５校

昭和５８年 白井高校
昭和５９年 七次台中学校
昭和６０年 七次台小学校

保育保育園３園園３園

昭和 ０年 七次台小学校
平成 ２年 池の上小学校
平成 ６年 桜台小・中学校、桜台保育園
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白井第一小学校の木造校舎

• 白井第一小学校の校歌の一番に「朝日に映ゆる紅瓦」という歌詞がある。
「紅瓦」が出てくる木造校舎が建てられたのは昭和１１(１９３５)年

• 木造校舎は昭和５５(１９８０）年に現在の校舎が完成するまで４０年以上使木造校舎は昭和５５(１９８０）年に現在の校舎が完成するまで４０年以上使
用された。校舎が解体される直前には校庭で「お別れ会」が盛大に開催さ
れた。 13



白井第二小学校の木造校舎白井第 小学校の木造校舎

白井第二小学校の木造校舎が建てられたのも昭和１１年。統合を巡って起きた白井第二小学校の木造校舎が建てられたのも昭和１１年。統合を巡って起きた
さまざまな話は、今井庄一さんが『たいわ』に寄稿しています
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発表構成現状について発表構成

１ 白井市の沿革
３）人口・土地利用など
１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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人口構成

●少子化・高齢化の更なる進展と人口減少への対応
・白井市の人口は、平成３２年をピークに減少していく見込みです。
・年少人口や生産年齢人口は減少し、高齢者人口が増加する見込みです。
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高齢化率・後期高齢者率の全国比較高齢化率 後期高齢者率の全国比較
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(国)高齢者比率の全国比較

22 6%22 5%
23.4%

24.4%
25.3%23.1%

23.9%
24.6%

25.4%
26.1%

25.0%

(国)

(白井市)

(千葉県)

17.6% 18.3%

20.3%
21.5%

22.6%
21.6%

22.5%
20.0%

9.2% 9.7% 10.2% 10.7%
11.2%

10 4% 10 8%10.0%

15.0%

(国)

(千葉県)

6.2% 6.6%
7.4% 8.0% 8.5%

8.8% 9.3%
9.9% 10.4% 10.8%

5.0%

10.0% (国)

(白井市)

0.0%

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

後期高齢者率の全国比較
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（2010） （2011） （2012） （2013） （2014）

※（国）及び（千葉県）の数値は国立社会保障「日本の都道府県別将来推計人口（平成19年５月推計）を使用



人口・世帯 昼夜間人口比率の広域比較

昼間人口が夜間人口より少ないベ ドタウンの色彩が強い昼間人口が夜間人口より少ないベッドタウンの色彩が強い

市内で働く人は約３割で、鎌ヶ谷市に次いで少ない

昼夜間人口比と自市区内従業者比率(平成22年)

昼夜間人口比 自市区内従業率(倍) (％)

37.59

44.75

40.0

50.0

2.000

2.500

29.16
26.64

30.79

30.01.500

0.814  0.761 
0.838 

0.934 

0.745 

10.0

20.0

0.500

1.000

0.00.000

白井市 鎌ヶ谷市 印西市 袖ケ浦市 大網白里市

資料：平成22年国勢調査
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土地利用面積の推移
山林面積が減少し、宅地面積が増加しています

35 6% 38 7% 5 8% 19 9%
昭和50年

40.8%

35.6%

27.9%

38.7%

11.7%

5.8%

19.6%

19.9%

昭和60年
[1985]

[1975]

39.7% 20.3% 15.7% 24.3%
平成7年
[1995]

[ ]

39.1% 18.9% 16.6% 25.4%

平成22年

平成12年
[2000]

37.1%

37.6%

13.1%

14.7%

20.6%

19.9%

29.2%

27.8%

平成26年
[2014]

平成22年
[2010]

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

[2014]

農地（田・畑） 山林 宅地 その他

注）各年１月１日現在の面積から算出。
資料：総務部 課税課 19



土地利用 用途地域の広域比較
 中高層住居や工業系の用途の比率が高い 中高層住居や工業系の用途の比率が高い

用途地域の広域比較

住 高 住 住 商業系 業系

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低層住居 中高層住居 住居 商業系 工業系

35.4 

52.8 

24.0 

9.9 

11.2 

26.7 

4.6 

4.8 

22.8 

0.0 

白井市

鎌ヶ谷市

31.4 

22 6

25.5 

3 1

15.0 

12 6

7.7 

1 6

1.7 

55 5

印西市

袖ケ浦市 22.6 

42.4 

3.1 

15.8 

12.6 

32.9 

1.6 

3.2 

55.5 

0.0 

袖ケ浦市

大網白里市

低層住居：第1種低層住居専用地域、第2種住居専用地域

中高層住居：第1種中高層住居専用地域、第2種中高層住居専用地域

住居：第1種住居地域、第2種住居地域、準住居地域

商業系：近隣商業地域 商業地域

資料：千葉県資料

商業系：近隣商業地域、商業地域

工業系：準工業地域、工業地域、工業専用地域
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住宅所有の状況の広域比較

持ち家が８割強を占め 大網白里市 印西市に次ぐ水準とな て 持ち家が８割強を占め、大網白里市・印西市に次ぐ水準となって
います

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅の所有関係別世帯数の広域比較

持ち家 公営・都市再生機構・公社の借家 民営の借家 給与住宅 その他

81.4 5.8 9.9 1.21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

白井市

72.2

82.3

2.3

6.8

21.2

6.8

2.6

2.0

1.7

2.0

鎌ケ谷市

印西市

71.6 3.0 19.1 2.8 3.4袖ケ浦市

※ 給与住宅 企業や官公庁などが給与 部とし 与える住宅 と 社宅や公務員宿舎などが該当

83.5 0.4 13.9 0.51.7大網白里市

資料：平成22年国勢調査

※1 給与住宅：企業や官公庁などが給与の一部として与える住宅のことで、社宅や公務員宿舎などが該当
し ます

※2 その他： 間借りや住宅以外の場所に居住する世帯など 21



都市公園面積の広域比較

 人口1人当たりの都市公園※１の面積は7 25㎡で 鎌ヶ谷市や大網 人口1人当たりの都市公園※１の面積は7.25㎡で、鎌ヶ谷市や大網
白里市よりは大きいものの、袖ケ浦市や印西市を下回っています

13 00
15

人口1人当たり都市公園面積の広域比較(平成23年度)
(㎡)

10.71 

13.00 

10

7.25 

10

2.27  2.18 

5

0
白井市 鎌ケ谷市 印西市 袖ケ浦市 大網白里市

※都市公園：都市公園法に基づいて国・県・市町村が整備する公園のこと

資料：公共施設状況調 平成23年度・住民基本台帳人口 平成24年3月末
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下水道普及率の広域比較

 公共下水道普及率（総人口に占める 下水道が整備された地域に 公共下水道普及率（総人口に占める、下水道が整備された地域に
住む人口の比率）は、85.4％。

 近隣市 類似市と比較すると最も整備率が高い 近隣市、類似市と比較すると最も整備率が高い

100

公共下水道普及率の広域比較(平成24年度)
(％)

85.4
80.8

66 9
80

100

57.1

66.9

46.3
60

20

40

0
白井市 鎌ヶ谷市 印西市 袖ケ浦市 大網白里市

資料：各市上下水道課資料※普及率＝処理区域内人口÷行政区域人口
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発表構成白井市の現状について発表構成

１ 白井市の沿革

井
４）農業・商業・工業など
１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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産 業
市の産業は、ニュータウン初期から現在まで、大きく変化しています

○農業は、農家数、従事者数、経営耕地面積のいずれも減少傾向です

○商業（小売業）は、大規模店舗の増により売り場面積は増加していますが、事業所と従事者は減少

傾向です ※19年以降 商業統計調査は行われていません（26年実施中）傾向です ※19年以降、商業統計調査は行われていません（26年実施中）

○工業は、事業所数は減少傾向ですが、概ね横ばいです

農業 昭和51年 昭和61年 平成12年 平成17年 平成22年度

農家数 999 926 768 709 649農家数 999 926 768 709 649 

農業従事者数 (人) 2,594 2,352 1,987 1,816 1,551 

農業粗生産額(千万円)
（うち果実）

306
(80)

339
(100) 

390 
(187)

479
(254) 

－

経営耕地面積 (ｈａ) 1 121 1 043 869 798 765経営耕地面積 (ｈａ) 1,121 1,043 869 798 765 
資料：企画政策課（農業基本調査、農林業センサス）、関東農政局（生産農業所得統計）

商業
（小売業）

昭和51年 昭和60年 平成14年 平成16年 平成19年

事業所数 127 157 232 243 220（小売業） 事業所数 127 157 232 243 220 

従業者数 (人) 387 795 2,742 2,962 2,869 

年間商品販売額 (億円) 33 145 474 522 512 

売り場面積 (㎡) － 9,865 43,836 56,915 58,869 
資料：企画政策課（千葉県総合企画部統計課「商業統計調査結果報告書」）資料：企画政策課（千葉県総合企画部統計課「商業統計調査結果報告書」）

工業 － 昭和63年 平成14年 平成18年 平成24年

事業所数 － 170 165 154 152 

従業者数 (人) 4 046 3 804 3 720 4 026従業者数 (人) － 4,046 3,804 3,720 4,026 

製造品出荷額等 (億円) － 1,037 874 934 1,380 
資料：企画政策課（工業統計調査、経済センサス－活動調査）25



農業指標の広域比較

 農家１戸当たりの経営耕地面積は117 8ａと 近隣市 類似市に比 農家１戸当たりの経営耕地面積は117.8ａと、近隣市、類似市に比
べ規模がやや小さい

138.2
160

農家1戸当たり経営耕地面積の広域比較
(a)

117.8 

96.1 
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0

白井市 鎌ケ谷市 印西市 袖ケ浦市 大網白里市

資料 農林業センサス 平成22年資料：農林業センサス 平成22年
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小売業指標の広域比較

 人口１人当たりの年間商品販売額は91万円と印西市に次いで高 人口１人当たりの年間商品販売額は91万円と印西市に次いで高
い

180

人口1人当たり年間商品販売額の広域比較(平成19年)
(万円)
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白井市 鎌ケ谷市 印西市 袖ケ浦市 大網白里市

資料 平成19年商業統計資料：平成19年商業統計
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工 業
 事業所数は長期的には減少傾向にあったが、平成24年は増加事業所数は長期的には減少傾向にあ 、平成 年は増加

従業者数も平成24年は500人近く増加

 製造品出荷額等は平成14年以降増加傾向 製造品出荷額等は平成14年以降増加傾向

工業指標の推移

事業所数 製造品出荷額等 従業者数(箇所・億円) (人)

4,635
4,275

3,804
3,993 3,941

3,632 3 547

4,026
4,000

5,000

2,000

2,500

3,417
, 3,547

3,000

,

1,500

,

1,294

1,024
874

1,082 1,118
1,290

1,164 1,178
1,380

2,0001,000

193 173 165 160 162 154 152 147 152

0

1,000

0

500

28
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資料：工業統計・経済センサス



発表構成現状について発表構成

１ 白井市の沿革
５）予算・経常収支比率など
１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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平成２６年度一般会計当初予算平成２６年度 般会計当初予算
（左：歳入 右：歳出）

諸収入2.5％
その他
9.3％

88億1,612万1千円

土木費
5 9％

その他
9.1％

市税
49 0％

県支出金5.0％

繰入金3.5％

歳出合計

民生費
29.3％

消防費
6.6％

5.9％

歳入合計
１79億9,445万

1千円

地方交付税
6.4％

49.0％ 歳出合計
１79億9,445万

1千円
公債費
7.8％

市債
12.5％

教育費
17.5％

総務費

衛生費
10.3％

国庫支出金
11.8％

総務費
13.4％

参考データ 歳入に占める地方税の割合（全国市町村平均） ３４．５％
資料：平成26年版地方財政白書（24年度決算ベース）
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歳入の財源内訳
平成２６年度一般会計予算

自主財源は、市税や施設の使用料など、
市が自主的に収入することができる財源市が自主的に収入することができる財源
です

内訳：市税（49.0％）／分担金及び負担金（1.5％）
／使用料及び手数料（0 7％）依存財源41.7％ ／使用料及び手数料（0.7％）
財産収入（0.0％）／諸収入（2.5％）
／その他（4.6％）

依存財源は 国や県の意思によ て定め財源内訳

依存財源
74億9,776万7千円

依存財源は、国や県の意思によって定め
られた額を交付されたり、割り当てられた
りする収入のことです

財源内訳

自主財源58.3％
104億9 668万4千円 内訳：地方交付税（6.4％）／国庫支出金（11.8％）

／県支出金（5.0％）／市債（12.5％）
／その他（6.0％）

104億9,668万4千円

「自主財源」の割合が高い方が、「歳入の自主性・安定性が
高い」といえますが、国の政策の影響でも変わります

参考データ 自主財源比率：千葉県市町村平均 ５７．８％ 平成24年度決算
資料：市町村財政の状況 千葉県総務部市町村課 31



歳入内訳の推移
 決算の歳入内訳の推移です歳

 市が独自に調達できている歳入（市税＋その他の自主財源）は減少傾向です

歳入内訳の推移

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市税 その他自主財源 地方交付税 国庫支出金 県支出金 市債 その他依存財源

54.0 14.2  14.0  2.0  2.5  5.4  7.9 H12年度

52.3 21.8  3.2  5.7  2.7  5.4  8.8 H17年度

48.5 14.8  5.7  13.2  5.7  7.2  4.9 H22年度

44.3 21.3  6.4  11.4  4.8  7.7  4.2 H24年度

資料：市町村別決算状況調
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経常収支比率推移経常収支比率推移

白井市の経常収支比率推移                                    単位：％ 

98 7

120

85.1
81.3

93.9 93.9 93.7
96.7

98.7 97.5 96.9
94.3 94.5

91.5 90.3
93.9

91.8
100

80

60
H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
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財政調整基金の推移財政調整基金の推移
白井市の財政調整基金推移                           単位：千円 

3,649,830 3,472,542
3,521,5514000000

3,115,094
3,460,413

2,996,335

2,597,395
2,561,700

2 187 372 2,246,801
2,388,576

2 087 653
2500000

3000000

3500000

2,187,372
2,003,806

1,723,722

2,097,369 2,087,653

1000000

1500000

2000000

0

500000

1000000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
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地方債残高推移地方債残高推移

白井市の地方債残高推移                         単位：千円白井市 地方債残高推移 単位 千円

18 387 08818,387,088
17,946,234

17,805,965
17,191,666

16,365,048
16,353,772

15,543,626
14,964,410

13,921,868
13,867,070

13 184 944
13,185,323

13,191,758
13,481,898

13,559,822

14000000

16000000

18000000

20000000

13,184,944

8000000

10000000

12000000

0

2000000

4000000

6000000

0

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
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職員数推移職員数推移
                  単位：人

435
438 439

429
432

435
438

433 431

418

403
407

423
428

411
417

412420

440

403

380

400

360
H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
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発表構成行政改革について発表構成

１ 白井市の沿革

行政改
１）これまでの取り組み、市民意識など
１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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これまでの行政改革の取り組みこれまでの行政改革の取り組み
第１次大綱 第２次大綱 第３次大綱 第４次大綱

年度 昭和 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度年度 昭和61年度～
平成7年度

平成8年度～
平成15年度

平成16年度～
平成21年度

平成22年度～
平成27年度

内容 •組織の見直し ・特殊勤務手当、旅 ・学校給食調理業務 ・職員給与の削減内容
結果 •臨時職員の採用

•補助金の抑制
•休日勤務の振替
•行政改革推進本部

費の見直し
・前納報奨金の廃止
・休日・夜間の納付
相談及び窓口納付

の民間委託
・職員給与の削減
・指定管理者制度の
導入

・事業仕分けの実施
・市民参加・協働の
まちづくりプランの策
定•行政改革推進本部

を設置
•行政改革推進懇談

会を設置

相談及び窓口納付、
郵便局納付
・シルバー人材セン
ターの有効活用

導入
・電子申請届出サー
ビスの開始
・公共施設予約管理

定
など

•町政モニター制度
を発足

など

・職員給与の削減
など

システム導入
・市税などのコンビ
ニ納付

など

19年間で
3,512,457千円など

効果額 ＿ 315,807千円 2,243,587千円 953,063千円

3,512,457千円
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事業仕分けの実施事業仕分けの実施

平成23年度から平成25年度の3カ年事業として、後期基本計
画第1次実施計画の233事業の内、事業仕分けの効果が薄
い事業を除いた全61事業について仕分けを行 たい事業を除いた全61事業について仕分けを行った

不要（不要・凍結） ３事業（割合4.4％）不要（不要 凍結） 事業（割合 ％）

必要性の再検討 ５事業（割合7.7％）

国・県・広域 ３事業（割合3.0％）

要改善 事業（割合 ％）要改善 ４５事業（割合68.2％）

現行どおり １１事業（割合16 7％）現行どおり １１事業（割合16.7％）
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行政改革に対する市民意識行政改革に対する市民意識
「健全な財政運営の推進」の重要度

26.3%1.3% 2.6%
13.8%

重要

やや重要やや重要

どちらともいえない

あまり重要でない

重要でない

25.7%

30.3% 無回答
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行政改革に対する市民意識行政改革に対する市民意識
「健全な財政運営の推進」の満足度

2.6%7.5%

満足

0.7%

30.9%

満足

やや満足

普通
30.9%

44.9%

やや不満

不満

わからない

8.2%
5.2%

無回答
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市の行政改革の取り組みで、特に力を入れる市の行政改革の取り組みで、特に力を入れる
必要があるものは何か？

31.7

27 227.2

25.4

7.8 民間の経営手法を見習い、合理的な行政経営を行う

公費の支出を厳しく管理・報告する

6.2
市の組織をスリム化にする

使用料など受益に応じた負担を求める

民間に市の業務の委託を進める
5.9

民間に市の業務の委託を進める

公共施設の統廃合を行う
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行政改革に対する職員意識行政改革に対する職員意識
今まで以上に行革に力を入れるべきか？

1.4%

40.6%

58 0%

大いにそう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

58.0%
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今後どのような点に重点を置いた行革を実施今後どのような点に重点を置いた行革を実施
すべきか？

15.9

15 315.3

10.6

7.4 事務の効率化

職員の資質の向上・意識改革

7.4
組織機構の見直し・組織の活性化

事務事業の見直し

財政の健全化
6.9

財政の健全化

公共施設の見直し・再編
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平成26年度健全化判断比率・資金不足比率平成26年度健全化判断比率 資金不足比率

平成26年度 平成25年度 早期健全化基準

（平成26年
財政再生基準
（平成２６年度）成 年

度）

実質赤字比率 ＿ ＿ １３．１９％ ２０．００％

連結実質赤字比率 １８ １９％ ３０ ００％連結実質赤字比率 ＿ ＿ １８．１９％ ３０．００％

実質公債費比率 ２．９％ ３．６％ ２５．００％ ３５．００％

将来負担比率 ３５０ ００％将来負担比率 ＿ ＿ ３５０．００％ ＿

平成26年度 平成25年度平成26年度 平成25年度

白井市水道事業会計 ＿ ＿

白井市下水道事業特別会計 ＿ ＿

経営健全化基準 ２０．０％ ２０．０％
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発表構成将来見通しについて発表構成

１ 白井市の沿革

見
2）市税・社会保障関連費など
１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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市税の見通し

 市税は平成３２年度までは８７億円前後で推移しますが、その後減少していく見込みで
す

47



社会保障関連費の財政見通し

 扶助費は、子どもや高齢者などを援助するための経費で、減少していく見込みです

 繰出金は、介護保険や後期高齢者医療保険に対する負担金などで、増加していく見や
込みです

 扶助費と繰出金の合計は、５０億円前後でおおむね横ばいに推移する見込みです
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建設事業費を除いた場合の財政見通し
 平成２５年度決算額をもとに、人口の変動を踏まえながら、現行の行財政運営（建設事

業を除く。）を続けた場合の財政の見通しは次のとおりです。

 収支（歳入 歳出）は おおむね３億から５億円のプラスで推移する見込みです 収支（歳入-歳出）は、おおむね３億から５億円のプラスで推移する見込みです。

49



建設事業を含んだ場合の財政見通し

 上記に加えて、今後予定している公共施設等の老朽化対策等の建設事業を見込んだ
場合の財政の見通しは次のとおりです

 収支（歳入-歳出）は マイナスとなる見込みです 特に平成３２年度以後は おおむね 収支（歳入 歳出）は、マイナスとなる見込みです。特に平成３２年度以後は、おおむね
５億円以上の財源不足が生じる見込みです
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発表構成課題と取り組みについて発表構成

１ 白井市の沿革

課

１．白井市の沿革

２．白井市の人口推移と財政
きっかけ・方針・取り組み内容きっかけ・方針・取り組み内容

３．白井市のまちづくり計画（総合計画）３．白井市のまちづくり計画（総合計画）

４．私のまちづくりの方針と取り組み
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これからの大きな6つの課題

１．急速な高齢化の進行
平成32年度には高齢化率が約２６％平成32年度には高齢化率が約２６％

２．公共施設等の老朽化

公共施設等の多くが建築後30年を経過公共施設等の多くが建築後30年を経過

３．人口減少社会の到来

平成32年度をピークに人口減少

４．財政の硬直化

平成13年の市制以来経常収支比率は90％台

５ 財源不足５．財源不足
平成３３年度以降は財政調整基金がなくなり、

平成37年度までに約26億円の財源不足平成37年度までに約26億円の財源不足

６．地域コミュニティの構築 52



行政経営改革の取り組み行政経営改革の取り組み
（骨子）

• 行政経営ニュース・レター

• 広報等による情報発信情報発信 広報等 よ 情報発信

• 白井ＫＡＩＺＥＮ運動改善運動

• 行政経営有識者会議

行政経営指針• 行政経営指針

• 公共施設等総合管理計画

• 行政経営改革ビジョン

改革推進

53

• 行政経営改革ビジョン



データから見える白井市（平成25年度) 
面積

１位 市原市 368.20k㎡

２位 君津市 360.83k㎡

３位 千葉市 272 08k㎡３位 千葉市 272.08k㎡

４１位 白井市 35.48k㎡

人口密度

位 浦安市 人１位 浦安市 9,415.7人

２位 市川市 8,179.8人

３位 習志野市 7,942.6人

１３位 白井市 1 736 5人１３位 白井市 1,736.5人
54



データから見える白井市（平成25年度) 
年少人口比率(１５歳未満人口)

１位 流山市 15 6％１位 流山市 15.6％

１位 白井市 15.6％

位 八千代市３位 八千代市 14.7％

３位 印西市 14.7％

生産年齢人口比率(１５歳～６４歳人口)

１位 浦安市 70.5％

２位 市川市 68 5％２位 市川市 68.5％

３位 印西市 67.8％

１６位 白井市 64.3％
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データから見える白井市（平成25年度) 
老年人口比率(６５歳以上人口)

１位 御宿町 42 8％１位 御宿町 42.8％

２位 鋸南町 39.8％

位 南房総市３位 南房総市 38.4％

５０位 白井市 20.1％

１世帯当たり人員

１位 東圧町 3.12人

２位 芝山町 3 09人２位 芝山町 3.09人

３位 長南町 2.98人

１６位 白井市 2.74人
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データから見える白井市（平成25年度) 
生産農業所得(農家１戸当たり)

１位 銚子市 6 417千円１位 銚子市 6,417千円

２位 旭市 4,590千円

位 富里市 千３位 富里市 4,463千円

１０位 白井市 2,793千円

農業産出額

１位 旭市 4,183千万円

２位 香取市 3 213千万円２位 香取市 3,213千万円

３位 銚子市 2,284千万円

３０位 白井市 481千万円
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データから見える白井市（平成25年度) 
梨結果樹面積

１位 白井市 304ha１位 白井市 304ha

２位 市川市 272ha

３位 鎌ヶ谷市 228ha

４位 船橋市 181ha

梨の出荷量

１位 白井市 6,360トン

２位 市川市 5 870トン２位 市川市 5,870トン

３位 鎌ヶ谷市 4,760トン

４位 船橋市 3,770トン
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データから見える白井市（平成25年度) 
事業所規模（１事業所当たり従業者数）

１位 浦安市 20 3人１位 浦安市 20.3人

２位 芝山町 18.3人

３位 成田市 15.7人

１０位 白井市 11.6人

製造品出出荷額等（１事業所当たり）

１位 市原市 14,187百万円

２位 袖ヶ浦市 11 999百万円２位 袖ヶ浦市 11,999百万円

３位 君津市 8,053百万円

２６位 白井市 801百万円
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データから見える白井市（平成25年度) 
完全失業率

１位 八街市 11 7％１位 八街市 11.7％

２位 芝山町 8.8％

３位 長生市 8.5％

23位 白井市 6.8％

女性就業率

１位 旭市 50.3％

２位 富里市 50 0％２位 富里市 50.0％

３位 多古町 48.8％

１９位 白井市 45.2％
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データから見える白井市（平成25年度) 
要介護（要支援）認定比率（65歳以上）

１位 鋸南町 18 4％１位 鋸南町 18.4％

２位 鴨川市 18.3％

３位 勝浦市 17.6％

４６位 八街市・白井市 12.7％

介護給付費（受給者１人当たり月額）

１位 山武市 643,490円

２位 いすみ市 337 226円２位 いすみ市 337,226円

３位 香取市 224,264円

５３位 白井市 67,262円
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データから見える白井市（平成25年度) 
生活保護被保護者数（人口千人当たり）

１位 松戸市 17 9人１位 松戸市 17.9人

２位 千葉市 17.8人

柄３位 長柄町 14.6人

４６位 白井市 5.1人

民生委員（児童委員）数（人口１万人当たり）

１位 南房総市 32.4人

２位 大多喜町 32.2人２位 大多喜町 32.2人

３位 鋸南町 30.4人

４６位 白井市 12 2人４６位 白井市 12.2人
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データから見える白井市（平成25年度) 
医療施設数（人口１万人当たり）

１位 館山市 15 6施設１位 館山市 15.6施設

２位 一宮町 15.1施設

３位 匝瑳市 14.1施設

４７位 白井市外２町 8.7施設

医師数（人口１千人当たり）

１位 鴨川市 11.2人

２位 旭市 3 9人２位 旭市 3.9人

３位 浦安市 2.9人

４６位 白井市外2市町 0.8人
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データから見える白井市（平成25年度) 
交通事故発生件数（人口１千人当たり）

１位 酒々井町 6 5件１位 酒々井町 6.5件

２位 館山市 5.6件

３位 鴨川市 5.4件

４７位 白井市 2.6件

火災発生件数（人口１万人当たり）

１位 長南町 13.6件

２位 白子町 13 4件２位 白子町 13.4件

３位 一宮町 12.5件

３３位 白井市 3.8件
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データから見える白井市（平成25年度) デ タから見える白井市（平成 年度)
犯罪発生件数（人口１千人当たり）

１位 東金市 18 8件１位 東金市 18.8件

２位 浦安市 16.4件

３位 一宮町 16.3件

１９位 白井市 12.6件
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データから見える白井市（平成25年度) 
算財政規模（人口１人当たり決算額）

１位 芝山町 642 480円１位 芝山町 642,480円

２位 南房総市 527,808円

３位 大多喜町 504,529円

４５位 白井市 274,932円

地方債現在残高（人口１人当たり）

１位 千葉市 792,263円

２位 南房総市 673 108円２位 南房総市 673,108円

３位 鋸南町 560,214円

４２位 白井市 215,355円
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